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平成２９年度 小国地域ふるさと創生基金事業報告 

平成 30年 1月 31日現在 

事業名 事業内容 参加者 決算額 

山野田で創作活動をしよ

う!!事業 

・長谷晏里 書展「やさしさを生むひらがな」 

・小国芸術村のオープニングイベントとして開催し

た特別展。 

194人 400,464円 

小国郷匠の食とわざ再発

見事業 

・展示（竹細工・工芸品・つる細工・毬・ミニ古民

家・わら細工・ひょうたん・人形・グラスリッツ

ェン・リース・折り紙アートなど） 

・飲食ブース（おこわ・とん汁・銀杏料理・ゼンマ

イ煮など） 

・小国地域で活動するバンドによる生演奏を行った。 

150人 315,062円 

小国いきいきプロジェク

ト事業 

・定例ワークショップ 年 5回 

・看取りに関する講演会 1回 

・介護サービス情報誌の配布 

・事例検討会 年 5回 
 

※214,559円 

（1月 31日現在） 

小国の魅力再発見事業

「オーイ発見！おぐにの

旅 PARTⅡ」 

・トレイルランニングでのガイド活動 

・おぐにキャップの作成 

・小国の写真展ほかパンフレットの作成 

・ボランティアガイド研修  

ﾄﾚﾗﾝｶﾞｲﾄﾞ 
3人 
 

ﾎﾞﾗｶﾞｲﾄﾞ 
3人 

600,864円 

資料３

３ 
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山野田で創作活動をしよう!!事業 

事業の概要 

【目的】 

・平成２９年４月に小国地域の３小学校は統合し、小国小学校１校とな

る。共に学び始めて間もない頃に創作活動をみんなで行うことで一体

感を醸成する。 

・山野田は平成１６年の中越大震災で集団移転し住む人はいなくなった。

小国地域の宝である「小国和紙」発祥の地である山野田が忘れ去られ

ないよう、子ども達から山野田を訪れ、学んでもらうことで、山野田

を記憶に残しふるさとへの愛着と誇りを育み、次代への継承に繋げる。 

 

【事業費】４００，４６４円 
 

【内容】 

・長谷晏里 書展「やさしさを生むひらがな」 

・会期：１７日間（４月２８日～５月１４日）、 休館：４日（５月１日、

２日、８日、９日） 

・小国芸術村のオープニングイベントとして開催した特別展。 

・山野田に工房を構え創作活動を続けている坂本直昭氏が制作した紙に、

千年の歴史を持つ「ひらがな」の世界を「柔らかく流れるよう」に表現

した若き女性作家 長谷晏里氏の作品に来場者は魅了された。また、初

日から３日間は、長谷晏里氏の手ほどき受け来場者が作品制作を行い、

その作品を会場いっぱいに飾り「やさしさ」に包まれた展示会となった。 

・当初、小国小学校児童を対象としたワークショプを開催する予定であっ

たが、インフルエンザの流行により叶わなかった。 

・来場者数：１９４名（うち小学生６名） 

事業の効果 

・第一線で活躍されている作家から直に手ほどきを受け、思い思いのひら

がな書を制作することで、老若男女を問わない来場者の心に残る体験と

なった。 

・地域外の来場者もおり、小国地域の文化活動の発信及び地域の良さを伝

えることができた。 

・地域内の来場者は、山野田を肌で感じ郷土を知る良い機会となった。 

今後の課題 

・展示品の観覧だけでなく、より芸術文化に親しむことができる「創作体

験」の場の提供方法を考える必要がある。 

・小国和紙発祥の地「山野田」。今後、この原点を風化させないように芸

術村の持つ役割や活用方法、芸術文化の振興について熟考しなければな

らない。 
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（大きさ：60mm×80mm） 

▲ 小国芸術村特別展記念写

真 

 

▲ 展示・観覧風景① 

 

▲ 展示・観覧風景② 

 

▲ ワークショップ風景① 

 

▲ ワークショップ風景② 

 

▲ ワークショップ作品展示風景 

 

実 施 状 況 
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小国郷匠の食とわざ再発見事業 

事業の概要 

【目的】 

・小国地域在住の匠（作家等）の作品を一堂に会して展示し、小国地域のわ

ざの凄さを再発見する。 

・展示と併せ、郷土料理の飲食ブースを設け、”小国のごっつぉ”として提

供し、小国地域の食のＰＲをする。 

・小国地域で活動するバンドによる音楽の提供をし、小国地域で活動する音

の匠についてもＰＲする。 

・昭和６３年から地域内の芸術文化振興・交流・地域振興の拠点として設置

された「小国芸術村」。その主要施設である芸術村会館のある山野田地区で

開催し、訪れた人の記憶に残す。 

 

【事業費】３１５，０６２円 

 

【内容】 

・展示（竹細工・工芸品・つる細工・毬・ミニ古民家・わら細工・ひょうた

ん・人形・グラスリッツェン・リース・折り紙アートなど） 

・飲食ブース（おこわ・とん汁・銀杏料理・ゼンマイ煮など） 

・小国地域で活動するバンドによる生演奏を行った。 

 

 

事業の効果 
・小国地域の文化活動を発信し、地域の良さを伝えることができた。 

・小国芸術村のＰＲとともに、小国の情報発信の一翼を担った。 

今後の課題 

・これまで、「小国和紙」発祥の地であり、芸術文化振興・交流・地域振興

の拠点として設置された小国芸術村・山野田地区を風化させないよう展示

を企画していた。しかし、芸術村の運営を委託している団体の高齢化によ

る運営方法の見直しもあり、小国地域の芸術文化発信方法について、今後、

検討していかなければならない。 

 

 

  



－ 5 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 小国郷匠の作品展記念写真 ▲ バンドによる生演奏 

▲ 展示会場の様子① ▲ 展示会場の様子② 

▲ 展示会場の様子③ 

▲  

▲ 飲食ブースの様子 

実 施 状 況 
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① 小国いきいきプロジェクト事業 

事業の概要 

【目的】 

・小国健康いきいき支援事業の成果を引き継ぎ、小国地域の住民が地域に

おいて、いつまでも健康で自立した生活を送れるための仕組みづくりを

構築するもの。 

 

【事業費】２１４，５５９円 ※平成 30年 1月 31日現在 

 

【内容】 

 上記目的を達成するために、住民・関係機関と協働で取り組む。 

１多職種連携会議 年 5回 

・上記の目的達成に向け、住民・関係機関が連携して、必要なテーマ・課

題について共有し解決策を検討する。 

２ 看取りに関する講演会 1回 

３ 介護サービス情報誌の配布 

４ 事例検討会 年 5回 

・医療、介護従事者のスキルアップを目的に実施する。 

事業の効果 

・関係者等と幅広い意見交換を重ねていることで、関係者間との連携強化が一

層図られ、住民と顔が見える関係ができた。協働による、いつまでも健康で自

立した生活を営む地域づくりが少しずつ進んでいる。 

・介護情報誌「道しるべ」の配布と地域での説明会を実施する中で、介護保険

申請時に「道しるべ」を持参してくるなど介護保険制度についての理解が深ま

っていると思われる。 

・自分が望む最期の迎え方について、事例検討会や講演会を通じて家族の理

解と支援者の協力を得ながら進めているところである。 

今後の課題 

・介護情報誌「道しるべ」を配布して終わりということではない。これか

らは、地域に暮らす住民が生活していく上で「道しるべ」を効果的に使

っていただけるよう、活用方法についての説明会を検討しなければなら

ない。 

・道しるべの出前講座を実施した際の住民の反応や、その後の介護保険の

申請件数・問い合わせ件数の伸び等、実態を調査し、検証を行ったうえ

で、介護保険制度について周知と理解が更に進むよう活用の仕方を検討

する。 

・事例検討会や多職種連携会議では日頃の課題や困っていることが提供さ

れ、共有が図られ、解決のために検討されている。本事業でなくても継

続していく必要がある。 
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実 施 状 況 

▲ 道しるべ 

▲ 道しるべ（７頁・８頁） 
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② 小国の魅力再発見事業「オーイ発見！おぐにの旅 PARTⅡ」 

事業の概要 

【目的】 

・ボランティアガイドの活動体制を整え、小国地域の魅力と素晴らしさを内外

に PR し集客や地域の活性化に繋がるように昨年の継続事業として「オーイ

発見！おぐにの旅 PARTⅡ」を実施する。 

・越後カントリートレイル第２回大会開催にあたり、チームおぐに（仮称）の

立ち上げと併せ、応援アイテム「おぐにキャップ」の作成・活用により一層

の応援意欲の喚起を促し、住民一体となった地域の活性化を図りたい。 

 

【事業費】６００，８６４円 

 

【内容】 

１ トレイルランニングでのガイド活動 

・長岡駅に出迎え、小国までの送迎時に小国地域のガイドを行う。 

・交流会時に地域内の PR（郷土料理・その他イベント含む）を行う。 

・長岡駅構内で「かかし」でお出迎え 

２ おぐにキャップの作成 

・帽子の作成と応援者への配布 

  ボランティアスタッフ用２００個、小中学生用２００個 

・応援参加への呼びかけ 

３ 小国の写真展ほかパンフレットの作成 

・小国巡り･イベント・物産・お土産等小国情報を掲載 

４ ボランティアガイド研修  

・先進的な地域のボランティアガイドに学んだ 

事業の効果 

・継続的な地域資源等の観光PRは、小国地域への関心と認知度を高め、四季を通

じて観光客増につなぐことができた。 

・ボランティアガイドなどの先進地視察（山形県上山市）で、ガイドの技術向上と育成

の機会を創出することで、ガイドのスキルアップとレベルアップを図ることができた。 

・越後カントリートレイルの応援態勢の強化及びトレランを通じた地域興しは、レース

参加者が 767人と（前年比 259増）とランナー及び地域住民からも大変好評を頂い

ている。また、今年から小国の小中学校を巻き込み地域貢献活動として取り組んで

いただき、小国地域の一体感の醸成を図ることができた。 

今後の課題 

・観光協会などの各種団体は、結果的に補助金・交付金に頼らざるを得ない状

況下にある。今後も継続的に魅力ある事業展開を発信し、小国へ訪れてもら

い小国ファンを獲得することで、持続可能な地域振興策に繋げていきたい。 
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実 施 状 況 

（大きさ：60mm×80mm） 

▲ 長岡駅構内かかし展① ▲ 長岡駅構内かかし展② 

▲ 長岡駅構内かかし展③ ▲ 長岡駅構内かかし展④ 

▲ トレイルランニング交流会① ▲ トレイルランニング交流会② 

１ 平成 29年 6月 17日（土曜日）トレイルランニングガイド 

２ 平成 29年 6月 17日（土曜日）トレイルランニング交流会 
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（大きさ：60mm×80mm） 

▲ 小国巡り① ▲ 小国巡り② 

▲ かみのやまかかし祭り交流ツアー① ▲ かみのやまかかし祭り交流ツアー② 

▲  

▲ おぐに秋まつり写真展① ▲ おぐに秋まつり写真展② 

３ 平成 29年 8月 11日（金曜日・祝日）「小国巡り」 

４ 平成 29年 10月 2日（月曜日）「まみのやまかかし祭り交流ツアー」 

５ 平成 29年 11月 3日（金曜日・祝日）「おぐに秋まつり写真展」 


